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台
湾
・金
門
島
の
水
問
題

～
中
国
が
水
供
給

台
湾
を
守
っ
た
最
後
の
軍
事
拠
点
に
～

士
口
善側

か
ず

な
り

和
就

（野
η
″昇
様
ヤ‐代表）

中
国
大
陸
に
最
も
近
い
台
湾
領
の
離
島

。
金
門
島
の
慢
性
的
な
水
不
足
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
中
国
の
福

建
省
が
、
金
門
島
へ
水
を
供
給
す
る
こ
と
で
中
台
の
関
係
当
局
が
八
月
に
合
意
し
た
。
具
体
的
な
水
道
管
の
建
設

時
期
や
そ
の
料
金
、
運
営
方
法
な
ど
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
が
始
ま
る
が
、
台
湾
で
は
大
き
な
論
議
が
巻
き
起
こ
っ

て
い
る
。

金
門
島
は
台
湾
本
島
よ
り
百
八
十
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
が
、　
一
方
中
日
本
土
か
ら
二
十
キ
ロ
、
中
国
の
領
海
権

の
あ
る
島
か
ら
わ
ず
か
ニ
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な

い
金
門
島
、
な
ぜ
こ
の
島
が
台
湾
領
な
の
か
、
そ
こ
に
は
歴
史

に
翻
弄
さ
れ
た
島
の
歴
史
が
あ
る
。

一
、
金
門
島

へ
の
給
水
計
画

金
門
島
は
、
大
金
門
島
、
小
金
門
島
、
大
胆
島
や
二
胆
島
な
ど
十
二
の
島
か
ら

構
成
さ
れ
金
門
懸
と
称
さ
れ
て
い
る
。
人
口
は
十

一
万
四
千
人
、
台
湾
本
島
と
は

空
路
に
よ
る
交
通
が
主
で
台
北

（松
山
空
港
）
や
台
中
、
台
南
の
各
空
港
と
定
期

便
が
運
航
さ
れ
て
い
る
。
九
二
年
の
戒
厳
令
解
除
の
後
、
特
に

「
三
通
政
策
」
の

実
施
後
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
島
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
か
ら
は
海
運
路

線
が
開
設
さ
れ
、
反
門

（ア
モ
イ
）
か
ら
毎
日
十
二
往
復
の
定
期
便
が
運
航
さ
れ
て
い
る
。

島
の
産
業
は
軍
事
関
連
施
設
と
観
光
で
あ
り
、
大
陸
か
ら
多
く
の
ツ
ア
ー
客
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
気
候
は
亜

熱
帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、
年
間
平
均
気
温
は
二
十

一
度
、
年
間
降
水
量
は
約

一
千
五
十
ミ
リ
で
あ
る
。
こ
の
位

降
水
量
が
あ
る
と
島
で
は
十
分
に
水
資
源
が
確
保
で
き
る
が
、
地
層
が
花
商
岩
主
体
な
の
で
、
帯
水
層
が
少
な
く

地
下
水
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
。
金
門
の
必
要
給
水
量
は
約
二
～
三
万
ト
ン
／
日
で
あ
る
が
、
水
不
足
問
題

は
深
刻
で
、
島
に
あ
る
地
下
水
位
は
過
剰
な
汲
み
上
げ
で
低
下
し
、
ま
た
わ
ず
か
に
あ
る
湖
沼
は
汚
染
が
進
行
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
行
く
と
二
〇
二

一
年
の
日
給
水
量
は
約
五
十
ト
ン
不
足
す
る
事
態
に
な
る
。
大
陸
か
ら
の

金
門
島
へ
の
給
水
問
題
は
、
既
に
十
年
以
上
に
亘
り
、
両
岸
の
関
係
者
が
協
議
し
て
き
た
が
、
実
を
結
ぶ
こ
と
は

な
か
っ
た
。
だ
が
二
〇
〇
八
年
か
ら
の
馬
英
九
政
権
下
で
進
む
対
中
関
係
改
善
の
動
き
で
、
こ
こ
に
き
て
大
陸
か

ら
提
案
の
金
門
島
へ
の
給
水
問
題
は
急
展
開
し
た
。

・
福
建
省
か
ら
の
提
案

本
給
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
に
よ
れ
ば
、
福
建
省
の
晋
江
の
龍
湖
よ
り
取
水
し
、
送
水
管
で
出
海
ロ
ヘ
引
き
込

み
、
そ
の
後
海
底
パ
イ
プ

（十
二
キ
ロ
）
で
金
門
の
田
浦
貯
水
池
に
引
水
し
、
そ
の
後
は
水
量
お
よ
び
水
質
の
安

定
性
を
保
つ
為
に
、
台
湾
側
が
独
立
し
た
浄
水
場
で
水
処
理
し
、
民
生
用

（住
民
の
生
活
用
水
）
と
国
防
用
水

（軍
隊

へ
の
給
水
）
に
区
分
し
送
水
す
る
計
画
で
あ
る
。
晋
江
市
側
は
、
も
し
台
湾
が
独
自
で
造
水
す
る
な
ら
、

ト
ン
当
た
り
七
〇
〇
元

（約
二
千
三
百
五
十
円
）
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
我
々
か
ら
水
を
購
入
す
れ
ば
、
七
〇
元

（二
百
三
十
五
円
）
で
済
む
と
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を
提
案
し
て
い
る
。

・
慶
門
市
か
ら
の
提
案

中
国
側
も

一
枚
岩
で
は
な
い
。
福
建
省

・
晋
江
市
に
負
け
る
な
と
ば
か
り
に
、
今
度
は
経
済
特
区
の
反
門
市
が

強
烈
な
ア
タ
ッ
ク
を
仕
掛
け
て
い
る
。
現
在
建
設
中
の
反
門
―
金
門
大
橋

（二
〇

一
一
年
着
工
、　
正
ハ
年
完
成
予

定
、
総
工
費
約
二
百
三
十
五
億
円
）
の
橋
脚
を
利
用
す
る
送
水
管
計
画
と
、
水
量

（当
初
日
量
三
万
ト
ン
、
将
来

六
万
ト
ン
給
水
保
証
）
と
水
質
の
優
位
性
、
さ
ら
に
経
済
性
を
訴
え
て
い
る
。
夏
門
市
の
提
案
は
、
処
理
後
の
水

道
水
を
供
給
す
る
の
で
、
ト
ン
当
た
り
五
〇
元

（百
六
十
八
円
）
で
済
む
と
主
張
し
て
い
る
。

よ
し

む
ら
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二
、
水
は
国
家
の
安
全
保
障
に
直
結
す
る

金
門
島
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
単
な
る
水
道
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
血
で
塗
ら
れ
た
両
国
の
歴
史
が
浮
か
び

上
が
っ
て
来
る
。
中
国
明
代
の
軍
人

・
郎
成
功

（
一
六
二
四
―

王
全
全
一年
）
は
清
に
滅
ぼ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
明
を
擁
護
し
抵
抗
運
動
を
続
け
、
台
湾
に
渡
り
鄭
政
権
の
祖
と
な
つ
た
。
台
湾
で
は
民
族
的
英
雄
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
台
湾
の
英
雄
が
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
軍
事
拠
点
が
金
門
島
で
あ
っ
た
。
中
国
国
民
党
が
台
湾
ヘ

移
つ
て
以
降
は
中
華
民
国
軍
の
軍
事
的
拠
点
と
な
り
、　
一
般
観
光
客
の
出
入
り
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
ま

た

一
九
五
八
年
極
東
を
歴
訪
す
る
米
国
の
ダ
ル
国
務
長
官
の
台
湾
訪
間
を
前
に
、
対
岸
の
中
国
人
民
解
放
軍

（中

国
共
産
党
）
と
の
間
で
激
し
い
砲
撃
戦
に
よ
る

「金
門
砲
戦
」
が
発
生
し
た
。
多
数
の
死
者
を
出
し
た
も
の
の
、

中
華
民
国
陸
軍
は
、
中
国
の
人
民
解
放
軍
を
打
ち
破
り
、
金
円
島
の
防
衛
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
も

中
国
人
民
解
放
軍
に
よ
る
金
門
島

へ
の
散
発
的
な
砲
撃
は
継
続
さ
れ
、
結
局
二
十

一
年
後
の

一
九
七
九
年

「米
中

国
交
樹
立
時
」
に
砲
撃
が
停
止
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
金
門
島
は
台
湾
に
と
り
中
国
と
幾
度
と
な
く
戦
っ

て
も
、
必
ず
勝
利
す
る
聖
地
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
中
で
の

「中
国
か
ら
の
水
供
給
提
案
」
で
あ
り
、
当
然

「島
の
水
を
中
国
に
抑
え

ら
れ
こ
と
は
、
金
門
島
を
中
国
に
渡
す
よ
う
な
も
の
だ
、
毒
を
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
島
は
全
減
す
る
」
絶
対
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
反
対
派
と
、
「時
代
は
変
わ
っ
た
、
こ
れ
か
ら
は
両
岸
の
国
が
栄
え
る
政
策
を
取
る
べ
き

だ
と
」
と
の
擁
護
派
と
、
金
門
島
内
で
論
争
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。

三
、
金
門
島
を
守

っ
た
謎
の
日
本
人

そ
の
日
本
人
は
、
昭
和
二
十
年
日
本
が
敗
戦
し
て
か
ら
四
年
後
、
「あ
る
恩
義
」
を
台
湾
に
返
す
た
め
に
、
こ

の
地
に
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
い
自
由
主
義
陣
営
と
共
産
主
義
陣
営
と
の
覇
権
争
い
が
世

界
中
で
展
開
さ
れ
た
が
、
中
国
大
陸
で
も
熾
烈
な
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
国
民
党
の
蒋
介
石
と
共
産

党
の
毛
沢
東
と
の
血
で
血
を
洗
う
激
戦
で
あ

っ
た
。
国
民
党
軍
は
圧
倒
的
な
共
産
党
の
人
民
解
放
軍
に
撃
破
さ
れ
、

敗
走
に
敗
走
を
重
ね
、
雪
崩
を
う

っ
て
駆
逐
さ
れ
つ
い
に
反
門
、
金
門
島
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
誰
も
が
共
産
党

の
率
い
る
人
民
解
放
軍
の
勝
利
を
信
じ
て
い
た
が
、
台
湾
海
峡
を
挟
む
最
後
の
砦
、
こ
の
金
門
島
の
戦
い
だ
け
は

国
民
党
軍
が
勝
利
し
た
の
で
あ

っ
た
。
謎
の
日
本
人
が
国
民
党
軍
を
指
揮
し
、
奇
跡
と
い
わ
れ
る
勝
利
を
も
た
ら

し
た
。
そ
の
日
本
人
の
名
は
平
成
二
十
年
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（門
田
隆
将
著

一
で
」
の
命
、
義
に
捧
ぐ
」
の
前
文
よ
り
）

謎
の
男
は
根
本
博
元
陸
軍
中
将

謎
の
男
は
元
日
本
陸
軍
北
支
那
方
面
軍
司
令
官

・
根
本
博
中
将
で
あ
っ
た
。
で
は
根
本
中
将
の

「あ
る
恩
義
を

返
す
た
め
に
」
は
な
ん
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

昭
和
二
十
年
モ
ン
ゴ
ル
で
の
戦
間
に
勝
利
し
た
根
本
中
将
は
軍
装
を
解
か
ず
に
、
そ
の
ま
ま
北
京
に
駐
屯
し
た
。

そ
こ
で
根
本
中
将
は

「
北
支
那
方
面
軍
司
令
官
兼
駐
蒙
軍
司
令
官
に
就
任
、
北
支
那
に
い
る
す
べ
て
の
日
本
人

（軍
民
合
わ
せ
て
三
十
五
万
人
）
の
命
を
預
か
る
身
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
北
支
那
で
は
蒋
介
石
の
率
い
る
国
民

党
軍
が
、
幅
を
き
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
根
本
中
将
の
率
い
る
北
支
軍
は
、
ど
の
戦
い
で
も
支
那
兵
を

完
膚
な
き
ま
で
に
た
た
き
の
め
し
て
い
た
。
日
本
兵
は
す
で
に
装
備
も
不
十
分
で
、
弾
薬
も
底
を
突
き
だ
し
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
で
も
日
本
軍
は
勝
ち
続
け
た
。
次
第
に
根
本
中
将
の
存
在
は
国
民
党
軍
や
八
路
軍
の
中
で
、

「
戦
神
」
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
昭
和
二
十
年
十
二
月
、
蒋
介
石
が
北
京
に
直
接

乗
り
込
み
、
根
本
中
将
に
面
談
を
申
し
込
ん
だ
。
根
本
中
将
の
頭
の
中
は
、
両
者
の
争
い
を
早
急
に
終
わ
ら
せ
、

日
本
人
居
留
民
を
無
事
、
安
全
に
日
本
に
送
り
返
す
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
。

蒋
介
石
と
の
約
束

長
時
間
、
話
し
合

っ
た
の
ち
に
、
蒋
介
石
の
提
案
は
①
根
本
中
将
の
率
い
る
北
支
那
方
面
軍
と
は
戦
わ
な
い
。

②
日
本
人
居
留
民
の
安
全
と
、
無
事
に
日
本
ヽ
帰
国
す
る
た
め
の
復
員
事
業
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
す
る
と
の
約

束
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
十
五
万
人
に
も
及
ぶ
日
本
人
の
復
員

・
引
き
揚
げ
事
業
が

一
年
以
内
に
ス
ム
ー
ス

に
遂
行
で
き
た
の
で
あ

っ
た
。
中
国
を
去
る
時
に
根
本
中
将
は
、
蒋
介
石
の
協
力
に
感
謝
し

「東
亜
の
平
和
の
た

め
、
そ
し
て
閣
下
の
為
に
、
私
で
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
馳
せ
参
じ
ま
す
」
と
堅
く
約
束
し
た
、

こ
れ
が
彼
の

「恩
義
」
で
あ

っ
た
。
台
湾
海
峡
を
挟
む
最
後
の
砦
、
こ
の
金
門
島
の
戦
い
は
根
本
中
将
が
見
事
な

ま
で
に
国
民
党
軍
を
指
揮
し
、
奇
跡
と
い
わ
れ
る
勝
利
を
台
湾
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
●
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